
 

令和元年度第２回 新潟市子ども・子育て会議 

子ども・子育て支援ネットワーク部会 書面会議概要 

 

期 間 令和元年１０月１０日（木）～１７日（木） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

子ども・子育て支援ネットワーク部会所掌分の事業にかかる現状と課題や、

取り組みの方向性について、書面会議として事務局案を提示し、下記のとおり

意見をいただきました。 

 

 ＜①妊娠・出産サポート体制整備事業＞ 
 【現状・課題について】  
 ・「支援が受けられない、不安が生じやすい」とあるが、それだけでなく適切

なサポートにつながっていないのも課題ではないか。  
 【取組の方向性について】  
 ・妊娠・子育てほっとステーションを中心に、ＮＰＯ法人や企業との連携及

びサポートにつながる社会資源の拡充を検討  
 【その他意見・提案】  
 ・産後ケアの絶対的な量不足（個人で始めているところも出てきているが）

 ・運営について自治体だけでなく、企業からの支援も必要  
・まずは相談を受けたほっとステーションが、必要な社会資源につなげてい

くことができるよう、ネットワークの強化は必要 
・ほっとステーションで受けている相談事例等の集約はしているのか？支援

を要する家庭等の数及び傾向などを明らかにしてほしい。  
 
＜②地域子育て支援センター事業＞ 

 【現状と課題について】  
 ・利用者の低年齢化に加えて、多様な利用者への対応が求められる一方で、

支援者のスキルアップが欠かせない状況。  
 【取組の方向性について】  
 ・支援者の質の向上  
 ・地域子育て支援センターの利用層について、低年齢化が進んでいるとのこ

とだが、主な利用児童 0～1 才児にばかり焦点を当てるだけでなく、乳児

と幼児の兄弟、幼児と低学年までの兄弟が同じ空間で遊べる施設の整備、

充実も今一度方向性の視野に入れてほしい。  
 【その他意見・提案】  
 ・子ども数の減少と園利用の増加により、利用者の減少及び低年齢化が進ん

でいる。センターでも 0-1 歳を対象とした取り組みにシフトしつつある。



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ・1 歳までに家庭の子育て力をいかに高めることが出来るか。してあげる、

ではなく力をつけることを大切にする支援のあり方が求められる。  
 ・拠点数の増加と子どもの減少等により、分散して利用者が減っているセン

ターもあるのが現状で、今後は認可して制限をかけ、質の担保を図ること

も必要になってくるのではないか。  
 ・他事業と比べて、事業化されてからの年数も長いため、事業開始当初に目

的とされていたこととの変化が大きくなってきている。  
 ・子育てへのニーズが多様化しているので、子育て中の親子を対象に支援セ

ンターや子育て事業の見学体験モニターを行い、意見を求めるのはいかが

か。 
 
 ＜③妊婦健康診査＞ 
 【現状と課題について】  
 ・健診が子育て支援の機会として十分に活用されていない  
 【取組の方向性について】  
 ・産前の子育て支援の機会と捉えた取り組みの検討  
 【その他意見・提案】  
 ・出産までに 14 回も利用しているのに、子育て支援の場としては活用され

ていない。  
 ・子育てに関する情報提供の機会として活用できないか。  
  
 ＜④こんにちは赤ちゃん訪問事業＞ 
 【その他意見・提案】  
 ・産後うつの早期発見等のため、かなり重要な事業  
 
 ＜⑤養育支援訪問事業＞ 
 【現状と課題について】  
 ・今記載の内容に加えて、その家庭に必要とされる支援の量の見極めも課題

 【取組の方向性について】  
 ・支援の必要性に応じた柔軟な事業利用のあり方を検討  
  【その他意見・提案】  
 ・予算や利用者数に制限があると、家庭に養育支援訪問の利用をはたらきか

ける保健師等がニーズやリスクが高い利用者のために活用しようという意

向が働いてしまうのではないか。  
・この事業の利用を終えた後の支援は、ファミリー・サポート・センターに

つないでいるものの、無償から有償となるため、積極的な利用にはつなが

りにくい。  
 ・中長期的に支援が必要な家庭に対し、ファミリー・サポート・センター事



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

業の活用で継続的な支援ができるようにしているが、経済的な理由から利

用できない世帯があることは、以前から課題として指摘されている。新潟

市と同様に「短期集中型支援」を実施している全国の市町村でも同様の課

題があるのではないかと思われるが、その課題に対する他都市の実践例等

を紹介してほしい。  
 
＜⑥こどもショートステイ＞ 

 【その他意見・提案】  
・3 歳以上の子どもを受け入れ可能な施設等への働きかけの必要性  
 
＜⑦ファミリー・サポート・センター事業＞ 

 【取組の方向性について】  
 ・提供会員増加の働きかけに工夫が必要ではないか  
 ・ファミリー・サポート・センター事業の提供会員増強に向け、周知をはじ

めとした取り組み強化を引き続きお願いしたい。 
 【その他意見・提案】  

・提供会員の不足  
・利用している人たちからは、提供会員・利用会員とも満足度が高い。家族

みたいな関係を作ることが出来ている人たちも多い。  
・病児の代理受診の仕組みは作ったが、利用実績がない。周知を図り実績を

重ねていく必要がある。  
・私も利用していますが、とても助かっている。家族も働き方も多様化して

いる中で、このように隙間を埋める支援は必要と感じる。  
 
＜⑩病児・病後児保育事業＞ 

 【取組の方向性について】  
 ・病後児保育の充実についての記載はなくても良いのか  
 【その他意見・提案】  

・病児保育と病後児保育の違いをきちんと伝えていくようにする。  
・きめ細かな病児・病後児の保育体制を整えていきたい。  
・病児保育はありがたいが、「病後から」というニーズも高いと思う。病後期

は子どもが慣れている保育園で少し過ごさせてもらいながら、保護者は早

めに帰宅し、子どもをみることができるような社会・環境であってほしい

と思う。  
 

 


